
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

兵庫県では、毎年 5 月 30日（ごみゼロの日）からク

リーンアップひょうごキャンペーンをスタートしてお

り、9 月 10 日の甲子園浜の海岸清掃はその一環として

開催しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

協力企業の方々と遊歩道あずまやに受付を設置し、

集まったおよそ 200 人強を前に、前田理事長、兵庫県 

の髙原環境整備課長、西宮海上保安署阿比留次長、気象

予報士の正木明さんの挨拶、その後、武庫川女子大学井

上先生はゼミ生有志学生とともに World clean up day

にプロギングというごみ拾いイベントを紹介なさいま

した。 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 いつもの清掃では年配の方や小さなお子様連れの方

が多いのですが、今回は 

西宮東高校や西宮南高校 

からも学生さんの参加が 

あり、広い年代の方に 

甲子園浜を知ってもらっ 

ている印象でした。   

あずまやでは、西宮海上保安署

の環境紙芝居「うみがめマリンの

大冒険」に子供たちが見入ってい

ました。（グッズ提供あり） 

正木明さんは、ラジオ関西「正木明の地球にいいこと」

の番組取材で初めて現場に飛び出しましたとのことで、

さまざまな年代の方にインタビューなさっていました。

その様子は 11 日のラジオ番組のなかで、前田理事長の

話とともに放送されました。 

 

 

 

 

 

暑い中、清掃してくださった参加者の方、協力企業の

方、ありがとうございました。 

 グッズ提供 

 兵庫県：消しゴム・ノートなど 

                     第一生命保険（株）：クエン酸タブレットなど 

Rethink PROJECT：軍手・ごみ袋・トングなど 
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 ★★クリーンアップひょうごキャンペーン★★ 

in 甲子園浜 

 
 

分けて袋に入れています。 

暑い中、参加者の手で、燃やすごみ、燃やさないごみに 



           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            

            

・6 月 17 日(土) 生活クラブ生協主催イベント参加  

 

 

 ・7 月 4 日(火）沖干潟調査 

・7 月 28 日(金) ～ 30 日(日) 

LUSH 阪急西宮ガーデンズ店 

チャリティポットイベント 

・7 月 29 日(土) 甲子園浜自然環境センター主催 

夏休みイベント協力 

・8 月 11 日(金) 甲子園浜 夜の観察会 30 名参加 

 

 

 

・9 月 10 日(日) 海浜清掃 221 名参加 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

・6 月 17 日(土）西宮市立西宮東高等学校文化祭参加 

 

 

・7 月 16 日(日）ブルーサンタ海浜清掃 131 名参加 

 

 

 

 

                 

 

・9 月 30 日(土）・10 月 1日(日）  

甲子園浜展の作品受付 

・10 月 17 日(火）～ 22 日(日） 

 設立 20 周年記念 甲子園浜展開催 

・10 月 21 日(土）特別企画講演会 

「西宮甲子園浜埋立公害反対運動の軌跡とその意義」 

  愛知学院大学法学部准教授 林昌宏 氏 

・11 月 5 日(日）伊藤ハム(株)共催クリーンアップ 

活 動 報 告 

活 動 予 定 

清掃協力： 

 

（株）ヤマサ環境エンジニアリング 

 

西宮海上保安署・第一生命・Rethink PROJECT 

（クリーンアップひょうごキャンペーン） 

可燃ごみ 150㎏ 

不燃ごみ 10㎏ 

 

見っけ！      タイワンシジミ 

 2023 年 8 月台風 7 号の後、気になって甲子園浜を歩きました。波打ち際の砂がはぎ取られて、コウボウシバの 

根っこがむき出しになっていました。強い波が押し寄せてきたことがうかがえました。ペットボトルやプラゴミ、 

草木が帯をなしていました。漂着ゴミをかき分け、「いいものないかな～。」と探していると、何とたくさんの 

シジミが打ち上がっていました。喜び勇んで全部拾って帰り数えると、 

91 個もありました。シジミをノギスで計測すると、大きなものは、 

殻長（横）約 19 ㎜、殻高（縦）約 16 ㎜、殻幅（厚み）約 11 ㎜と 

なかなかの成長ぶりです。その次の日に 20 個、その次の日にも 20 個 

採取しましたが、どうも知っているシジミと様子がちがいます。 

早速、西宮市貝類館の高田良二先生の所にサンプルを持って行き、 

同定をしていただきました。 

「これは、タイワンシジミです。甲子園浜にも来ましたか？」と 

おっしゃいました。名前の通り外来種のシジミです。 

近場では武庫川や淀川の河口で数年前より生息しているそうです。                       

タイワンシジミが増える理由として、雌雄同体で在来のシジミ類が 

タイワンンシジミの精子と受精すると、幼生が全てタイワンシジミに 

なるのだそうです。 

甲子園浜の干潟でタイワンシジミが育っているのであれば、取り除くことは容易なことではありません。 

野鳥が飛来してきた時にたくさん食べて栄養を蓄えて渡って行ってほしいなと思いました。   向山 裕子 

 

 

拡大すると色の個体差がわかります。 

可燃ごみ 180㎏ 

不燃ごみ 10㎏ 

清掃協力： 

 
（株）ヤマサ環境エンジニアリング・ことだま 

kot 

 


